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0．はじめに
0．1目的
　本稿は中期朝鮮語（以下「中期語」と呼ぶ）テ
クストのコンピュータ処理に関して，その方法を
模索し提示することを目的とする，現在，国際的
に，あるいは韓国国内的に通用しているハングル
のコードは現代朝鮮語の処理ために用意されてお
り中期語の処理は前提とされていない，従って，
中期語の処理は一般のテキストファイルが利用で
きず，韓国の研究者の多くは中期語が表示できる
ワードプロセッサを利用して中期語テクストの処
理をしている．しかしながら，ワードプロセッサ
の機能だけでは中期語テクストをデータとして処
理するには役不足であり，中期語のデータベース
化は少なからぬ困難を伴っているのが実情であ
る．
本稿では中期語のKWIC索引（文脈つき語彙索
引）を，韓国国内のワードプロセッサである「ア
レアハングル」とC言語を用いて作成しようと思
う．
0．2中期語語彙索引
　中期語の語彙索引は，過去に日本および韓国で
いくつか作成されている．日本では「月印千江之
曲KWIC索引」（福井玲，1985），　「諺解三綱行實
圖索引J（志部昭平，1992），　「釈譜詳節第六KWI
C索引」（野間秀樹・伊藤英人，1994）などがある
が，日本のコンピュータ事情からハングルそれ自
体を操作するのが困難であったため，これらはハ
ングルをローマナイズして処理をしている1》．韓
国では近年，文獣研究會（1994），刈曾予（1997）な
ど，コンピュータを用いた語彙索引が世に現われ
ている．いずれの場合にも自作ソフトウェアなど
を開発して索引を作成しており，その性能はL様
ではない．とりわけキーワードの並べ替えのプロ
グラミングをいかに行なうかによって，できあが
る索引の善し悪しが左右されるといっても過言で
はない．従って，本稿においても最も核心となる
部分はキーワードの切り出し方，およびその並べ
替えのプログラムである．
　本稿で構想するKWIC索引は，以下のような形
を目指す：
　（1）正順と逆順の索引の作成．語彙索引は，単
にる単語を検索するのに留まるべきではない，言
語研究においては，単語のみならず語尾など，特
定の形態に着目する場合も少なくない．従って逆
順によって特定の語尾などが一目で観察できるよ
うな索引が要求される．
　（2）傍点情報の整理，過去の中期語語彙素引で
は，傍点情報はことごとく無視されてきたと言っ
工）志部昭平の「諺解三綱行実図研究索引3はコ
　ンピュータ処理の段階ではハングルをローマナ
　イズし，印嗣の段階でハングル化している．
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てもよい．甚だしくは，傍点を全く記入しないテ
クストを用いた索引もあるが，中期語研究おいて
アクセント研究は非常に重要な分野の1’ﾂである
のだから，傍点の情報を何らかの形で索引に反映
させる必要があろう．従って，本稿では傍点をも
順序だてて並べる索引の作成を模索する．
ち・，先頭ビットが0ならば英数文字，1ならばハ
ングル・漢字と判定するのである．そして残りの
15ビットを5ビットずつ等分し，上位5ビットを
初声に・中位5ビットを中声に，下位5ビットを
終声にそれぞれ割り当てる．
＜図1＞組み合わせ型コードの構造
　1．ハングルのコード体系　　t
　1。1完成型と組み合わせ型
　　ハングルのコードは過去にさまざまな試みがな
　され・3バイトコード・多バイトコードなどが提
　起されたが，現在では日本語のコードと同じく2
　バイトコード体系が一般的に採用されている．2
　バイト『一ド体系はさらに「完成型、とτ緯み合
　わせ型」という2つの体系に分けられ，お互い異
　なった原理でゴードが編成されている，
　　「完成型Jは「KS完成型」とも称され，．国際規
準にゐっとったKSC．5601で採用された標準コ＿
　ド体系である．このコード体系では，ハングル1
文字に対して1つの2バイトコードを割り当て
　る・制御文字などのコードとの衝突を避けるた
め・上位バイト・下位バイトともにAlhh＞らFEh
までの領域のみを使用し，うちハングルに2350宇
が割り当てられている．例えば，v@7｝はBOAOh，叫
はB4Dghのごときである（巻末資料1参照）．
　このコード体系は国際的標準となっているにも
拘らず，韓国国内での評価はあまり芳しくない．
現代語においてありうべきハングルの文字数は総
計11172字であるが，完成型ではコード総数の制
約上・日常的に頻繁に使用するハングル2350字の
みをコードに収めているため1完成型からあぶれ
たハングルはコンピュータで表示することができ
ないからである．
　巻末資料2は完成型におけるハングルの割り当
ての一部であるが，これには蔚，設，谷，計と
いった文字に対してコー・…ドが割り当てられていな
いのが一目瞭然である．
　これに対して「組み合わせ型」は文字どおりハ
ングル字母を分解して，それぞれの字母を「組み
合わせ」てコードを作る．組み合わせ型では2バ
イトのうち・まず先頭の1ビットをハングルか英
数文字かを判別するマーカーとしている．すなわ
上位バイト 下位バイト
1 000　101　10　10　0　10　1??「 ??』「「 ???
　＜図1＞は「量」という文宇の組み合わせ型に
おけるコードであるが，初声・中声・終声のおの
おのの字母にコードが割り当てられ，全体として
8B45hが「量」のコードとなっている　（組み合わ
せ型での各字母のコード割り当てについては巻末
資料3を参照）．なお，組み合わせ型では初声．
中声・終声のそれぞれにrFi11」と呼ばれるもの
が1つずつある．これは該当する字母が空白であ
るときに用いられるコードで，例えば「7｝」は終
声がないのでジ終声のコードに「Fil1」が当てら
れる．また「包」は初声がないので，初声のコー
ドに「Fill」が当てられる．
　組み合わせ型はありうべきハングルの全ての文
字に舛してコードが用意されているので，完成型
のように「ハングルが出ない」という不都合は一
掃される．しかし，宇母の組み合わせによっては
制御文字のコードとの衝突が起きるため，国際的
には認められていないという問題がある．
1・2．デレアハングルのゴード体系
　韓国のワープロソフト「アレアハングルJは現
代朝鮮語においてありうべき全てのハングルと，
中期語を含め古典に現われたハングルが表示でき
るが，それを可能たらしめているのはこのソフト
で独自に定めた「アレアハングル2バイトコード
（以下「アレアコード」と呼ぶ）である．アレア
コードでは従来の1バイト文字も全て2バイト
コードで表現しているため，英数文字もハングル
も全ての文字が2バイトとして処理ざれる．すな
わち・既存の1バイト文宇はコードの頭にOOhを
付加することによって2バイト化される．例えば
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「A」のコードは41hであるが，アレアコードで
は00hを冠して0041hのように2バイト化している
のである．ハングル・漢字は組み合わせ型と同様
に先頭ビットが1で8000h以降に配置されている．
これによって「アレアハングル」では既存の1バ
イト文字と2バイト文字を衝突させることなく共
存させている．
　また，既存の組み合わせ型コードでは，各字母
コードごとに字母の割り当てられていない箇所が
散在するが，「アレアハングル」ではその空白部
分に古典ハングル字母の一部を割り当てている．
これによって古典ハングルの一部が組み合わせ型
によって表現されることになる．しかし，それだ
けでは古典ハングルを網羅することはできない．
そこで「アレアハングル」では，中声に当ててい
る中位5ビットのうち，始めの2つを空け，そこ
に完成型方式で古典に現われるハングルを割り当
てている（このコードを完成型古典コードと呼ぶ
ことにする）．単純計算で，初声32個×中声2個x
終声32個分，合計2048個のコードを古典ハングル
用に割り当てていることになる2）（巻末資料3参
照）．
本稿で試みられる中期語KWIC索引は，このア
レアコードを用いてコンビ』．一タ処理を行なう．
2．中期語テクストの入力
2．1．テクストと付随情報
　中期語のKWICを作成するためには，何よりも
まず中期語のテクストを作成する必要がある．テ
クストの書式をどのようなものにするかは，作成
者の感性に任されるところであるが，テクストそ
れ自体以外にも必要と思われる情報として，以下
のようなものが考えられる．
　まず，テクストの帳・行の情報は欠かすことが
できない，これはキーワードが原文のどこにある
かを検索するために必要不可欠であるからであ
る．
　また，中期語のテクストとして重要なのは，傍
点を必ず記入することである．韓国国内で作成さ
2）実際には完成型古典コードには1865文字が収め
　られている，
れた中期語のコーパスには傍点が全て省かれたも
のが少なくないが，これでは中期語テクストとし
ての資料価値が半減してしまう．
　しかして，巻末資料5のようなテクストが作ら
れることになる．ここでは1つの文が1行で入力
されている．カッコ内の数字と記号は帳・行の情
報である・’初めの2字が巻数を表し，次の3字が
帳数を表し，a・bが帳の表・裏を表し，その次の
数字が行数を表す．従って「01002a5」は，月印
釈譜巻一，第2帳表面，第5行を表th．上のテク
ストではその後ろにさらにs（釈譜詳節の本文），
w（月印千江之曲の本文），n（割注）」という付加
情報をオプションとして加えている．付加情報と
しては，例えば会話部分を「」で括るとか，’
注のテクストを［　］で括るなどが考えられる．
これらは必要に応じて入力すればよい．
　なお，テクストの保存は，アレアコードによる
処理を行なうため，通常のテキストファイルでな
く，アレアコードのファイルで行なう．
2．2分かち書きの問題
　テクスト入力の段階で問題となることは，原文
でなされていない中期語の分かち書きを，入力の
際にどのようにするかということである．分かち
書きの問題は単語をいかに認定するかという文法
論の問題でもあるが，KWIC作成においてはむし
ろコンピュータの処理の問題として浮上する問題
である．正順と逆順の索引があれば検索したい形
式はほぼ求められるが，2つ以上の形態素が合わ
さった形の場合，語中に入り込んだ形式は検索が
不可能である．例えば，　「署昇Qq」という語は
「tt籟’6－T」と「電叫」から成るが，これを分かち書
きしないで入力するとコンピュータは1つのキー
ワードと認識しユの項に入れられる．ところ
が，例えば「宣叫」という単語を検索しようとす
ると「筈弓EqJは5Eの項にないため検索する
ことができないという事態に陥る，
　このような不都合を解消するには2つの方法を
とるしかない．　1つは　「菩昇　「ISI斗」のように，
2つの形態に分かち書きすることである．このよ
うにすればコンピュータ処理の段階ではそれぞれ
別個のキーワードと認識して処理される．いま1
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つは「菩昇＝Qq」のように，形態の境界に何ら
かの分離記号を入れ，コンピュータ処理の段階で
それを認識させ別個のキーワードとして立てさせ
ることである．最終的にコンピュータでは双方と
も各形態を別個のキーワードとして立てることに
なるわけだが，分かち書きをすると入力されたテ
クストを見たときに，全く別個の単語という意識
が働く．従って，合成された形態が1単語である
と判断されるような場合には，分離記号を入れる
方法のほうが妥当かも知れない3）．
3．KWIC索引の作成
3．1作粟全般の流れ
　KWIC索引を完成させるまでのプログラムの手
順は，おおよそ以下のようになる．
　（1）テクストから単語をキーワードとして切り
出し，その前後に文脈をつけ，KWIC（文脈付き
キーワード）を作成する
　（2）キーワs・…ドを7｝耳叫順にソートする
　（3）同一キーワード内で傍点順にソートする
　（4）切り出したKWICを7Ni｝順に並べかえる
　まず，（1）の段階で，並べ替えのなされていな
いKWICの原ファイルが作成される（巻末資料6
参照）．この原ファイルが最終的にKWIC索引と
なるわけである（巻末資料12参照）．（2）の段階
では，キ・・一・ワードのみをソー．一．トするわけだが，こ
の作業のために　（1）とは別個にキーワードの情
報のみを記述したテンポラリファイルを作成しな
くてはならない．つまり，キーワードのみのソー
トの結果を受けて，その情報をもってKWIC全体
を並べかえるわけである4），また，（3）の作業は
3）筆者が実際に入力したテクストでは，「菩昇寛
　4」のような分離用言は「署昇＝宣叫，のように
　「＝Jで分け，　「舎豊」のような合成語は「舎一
　曽」のように「一一Jで分けた．
4）テンポラリファイルによってキーワードのみを
　ソートするのは，アレアコードによるたKWIC
　ファイルではコードの問題上7｝叫叫順のソート
　が不可能であるということと，KWICには傍点
　も記入されているため，そのままでは7｝叫叫順
　のソートができないからである．詳しくは3．2
　を参照。
過去の索引にないはじめての試みである．
3．2キーワ・一一　Fの切り出幽し
　デクストからキーワードを切り出し，その前後
に文脈をつけるのは，市中に流布しているソフト
ウェアによっても可能であり，そのノウハウは特
殊なものではないのでここでは割愛し，ここでは
キーワードの情報のみを収めたテンポラリファイ
ルに関して述べることにする．
　上に見たとおり，このプログラムはKWICの並
べ替えのためにこのテンポラリファイルを直接操
作することになるので，キーワv－・・ド情報が収めら
れたこのテンポラリファイルはこのプログラムの
心臓部である．キーワードを7｝叶叫順にソートす
るためには，キーワードの7｝叫叫順に合わせて，
文字コードが整然と並んでいなければならない．
しかし，1．で見たように，アレアコードは組み合
わせ型と完成型を併用しており文字の順番とコー
ドの順番が一致していないので，文字の順番に合
わせてコードを割り当て直す必要がある．最も簡
便な方法は，古典ハングルを含めた全てのハング
ルを字母に分解し，それぞれに対して順番にコー
ドを割り当てるいわば　「完全組み合わせ型コー
ド」を作ることである．しかし，古典ハングルを
含めた全てのハングルに現われる各字母の数は，
子音（初声・終声）が134個，母音（中声）が66
個もある．従来の2バイト組み合わせ型では，各
字母に割り当てうる数が最大32個であるため，2
バイトではハングルを表現できない．そこで，初
声・中声・終声のそれぞれに1バイトを割り当
て，合計3バイトによってハングルを表現する
（字母のコードは巻末資料7参照）．この方法｝こよ
れば，「λ｝Jは490201h，「芒」は812207hと表i現
される．このコード体系を便宜上「趙コード」と
呼ぶことにする．なお，趙コー一ドではハングルは
3バイトで表現できるが，コンピュータで処理す
るときは　10ng型変数（4バイト）として扱われる
ため，プログラミングにおいては4バイトコード
として扱う5》．アレアコードの趙コードへの変換
に際して，アレアコードのうち，組み合わせ型の
5）その際，上位1バイトは空き（00h）となる．
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コードは機械的に趙コードにコンバートすればよ
いが，完成型で割り当てられている古典ハングル
はテーブルを用いて変換しなければならない（巻
末資料8参照）．
　また，キーワードのソートに際しては，傍点の
情報も反映させる．例えば「：7｝，7｝，・7hという
ハングルを並べ替えるとき，韓国国内で開発され
た既存のハングルソートプログラムでは傍点の
ソートは全く無視されてきたのだが，これを「7｝，
・7｝，：7｝」のように，傍点ゼロ・傍点1つ・傍点
2つの順番に並べ替える．
　以上のことを踏まえて，テンポラリファイルの
中にキーワードは以下のような形式で収めること
にした．
　（1）1つのキーワードに対して40バイトを当て
る．ハングル1文字が4バイトで表現されるの
で，ハングル10文字分である．
　（2）傍点情報に10バイトを当てる．キーワード
がハングル10文字分なので，1文字分の傍点に対
して1バイトを当てる計算になる．
　（3）上の2つを合わせた50バイトを1つのキー
ワードの情報とする．
　なお，傍点情報10バイトは，40バイトのハング
ル情報の後ろに置くことになる（〈図2参照〉）．
なぜならば，ハングル自体のソートをまず行なわ
ねばならず，傍点によるソー一トは2次的であるか
らである．
くり返っているのはテンポラリファイルだけであ
り，本体のKWICはそのままである．
　逆順索引を作成する場合，＜図3＞（3）のよう
に文字レベルでのみ逆順にし，字母レベルでは逆
順にしない方法もあるが6》，・ここではその方法を
取らない．逆順索引の利点は，例えば「詮，茗，
望合」などの単語から語末の連体形語尾「一し」
を検索することができる点である．字母レベルの
逆順にすると，　「《｝，電，se，は「しJの部分
に固まって配置されるので，連体形の検索が可能
となるが，もし文字レベルのみの逆順にしてしま
うとこの3つの単語はそれぞれ全く別個の箇所に
配置されてしまい，連体形の検索が不可能となっ
てしまう．
（1）正順
＜図3＞正順と逆順
口
｝
己 杁 ・一
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口
（2）字母レベルの逆順
口 、 杁 己 ト　2ロ?
（3）文字レベルの逆順
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己
＜図2＞キーワードの情報
?
ハングル
（40ノくイト）
　傍点
（10ノミイト）
　テンポラリファイル作成のルーチンは巻末資料
9のごときである．配列Hangul［O］，　Tone［0］は
正順のキーワード，傍点情報が収められており，
配列Hangu1［1］，　Tone［1］は逆順のキーワード，
傍点情報が収められている．逆順の情報は，下の
く図3＞（2）のように，文字列を宇母レベルでま
るまるひっくりかえしてテンポラリファイルに収
める．こうすることによって，キーワードの処理
が後ろからなされることになり，並べ替えが逆順
で行なわれるわけである，もちろん文宇列がひo
3．3文脈の切り出し
　前後の文脈を切り出す際に問題となることは，
一定の長さの文脈をいかに切り出すかということ
である．これは印刷の問題とかかわる、縫曲のよ
うに，半角文宇のフォント幅がどれも一定で、全
角文字のフォント幅がどれも鴬1こ半角文宇㊤蟹き
なちば，機械的に何文宇か憩讐出してくミ麟まよ疑
しかし，アレアハンダルのフォントな案i黙こ1ま養
点や英数宇s括弧などのフオン瞳〉醸撃どれも一
定でないので、印翻時に嶽面轟文賑謬長さを一定
にするには、それぞれのフォント櫃を彗憲ミこ入桑
て文脈を切り出さねばならないt
　巻寒資料1◎は後半嘩文豊糠舞趣出畦噛ルー華ン
6）倒えば刈碧畳（樽ねなど拳こ毒呈熱妻畢いて遵
　順の索弓1を｛餐成しでいる、
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を簡略化したものである．hwpban，　hwp2byteは文
字種を調べる関数で，それぞれ半角文字，全角文
字か否かを調べる．半角文字の場合は，さらにch
arwidthという関数を通す．これはフォントの幅
の値を返す関数で，プログラムの中では全角文字
を16として，それぞれのフォントの幅を相対値で
示している．返された値はclenに加えられてい
き，clenの値が定められた値JiSUを超えたら文脈
の切り出しを中止する．例えば切り出す字数を全
角10文字分とするとJisuの値は160であり，　clen
が160を超えた時点で文脈の切り出しが中止され
る．
　キーワードと前後の文脈が切り出されたら，そ
れを1行にしてKWICの原ファイルに書き出す，
書式は「行番号：前文脈1キーワード1後文脈」
のようにする（巻末資料6参照）．
3．4キーワードとKWICの並べ替え
　キーワードのソート自体は，ソートプログラム
に沿って行なうので，ここでは詳しく触れない．
1つだけ言及するならば，より速いソートのため
にはクイックソートなどの方法でソートする必要
があるが，既存のソートプログラムのほとんどは
テキストファイルをソートするものであるため，
4バイトデータをソートするためには独自にソー
トプログラムを組まねばならない．
　キーワードのソートが終了したら，その結果に
基づいて同じ順番でKWICの本体を並べ替える，
だが，ここでキーワードがどのように並べ替わっ
たかが分からなければ，KWICの本体を並べ替え
ることができない．そこで，キーワードのテンポ
ラリファイルを作成する際に，キーワード情報と
ともに，キーワードの一連番号を付加しておく必
要がある．この一連番号はKWIC本体の行番号で
ある．キーワードのテンポラリファイルは，作成
当初は巻末資料11の左図ようにテクストに現わ
れる順番で収められているが，ソートの結果，右
図のように並べ替えられる．ここで一連番号を参
照し，一連番号と同一数値のKWIC本体の行を拾
い出して新たにKWICを並べ替えるのである，例
えば，最初の単語「マ弓・B」は一連番号が7なの
で，KWICの7行目を読み取り別のファイルに書
き出す．次の「Z6目qJはKWICの9行目を読
み取る．このようにして全てのKWICを並べ替え
るわけである．
3．5その他のこと
本稿では正順と逆順のKWIC索引作成について
言及したが，1つ付け加えるならば，接尾辞など
完全に語中に入り込んだ形態は，正順・逆順どち
らの索引を用いても検索できない．よって，それ
とは別に語中の特定の形態を抜き出すプログラム
を作成する必要がある．手順としては，キーワー
ドの語中に該当する形態が含まれるか否かを調べ
ればよいわけだが，例えば接尾辞「－Pt　一」を抜き
出す場合，この接尾辞とは関係なしにたまたま形
態が一致するようなもの．（例えば「司フ『呈」のよ
うなもの）も無条件に抽出されてしまう．従って
このように語中に入った形態の索引の作成は，最
終的に手作業による選別を行なわなければならな
い．
4．おわりに
　中期語研究は書かれた言語を分析するものであ
るので，テクストを綿密に分析することから始ま
る．今までの研究では分析の対象となる語形や形
態をテクストから手作業で見つけ出していたが，
コンピュータを用いて作成したKWIC索引は，分
析対象をもれなく検索することができるので，中
期語研究においては多大な威力を発揮するといえ
る．そのぶうな意味で，今後もコンピュータによ
るKWIC索引の作成があちこちで行なわれるもの
と予想される．
附．ユニコードにおける中期語
　ユニコードでは，完成型の最大の欠点であった
ハングル総宇数の制限が撤廃され，現代語におい
てありうべきハングル11172文字全てに完成型方
式でコードが割り当てられた．これにより現代語
におけるありうべきハングルは，全てコンピュー
タ上で処理が可能になったわけである．しかし，
ユニコードのこの完成型コードには，古典ハング
ルが一切含まれていないため，中期語の処理にお
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いては，依然問題がある．越号司閣皇月司q干杢
（1999）によると，ユニコードにはハングル字母
只一ドが割り当てられており，これを用いた「ユ
ニP一ド組み合わせ型」があるという．これを用
恥れ｝ま中期語をコンピュータで処理することが可
能となるが，巻末資料13を見て分かるように，
古典ハングル字母は現代語字母の後に割り当てら
れており，字母の順番は7ト叫叫順ではない．従っ
て，景ニコード組み合わせ型を用いたとしても，
字母を7｝耳叫順に並べ替える作業をしなければな
らず，この点においてユニコードの利点はあまり
ないというのが実情であ．6．
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資料1：KSC5601のコード割り当て
????
??
A1 FE
特殊文字領域（1128字）
ハングル領域（2350字）
漢字領域（4888字）’
資料2：完成型でのハングルの割り当て（抄），
BOAO
7予
aOA1
??? ???
な．
aOA4
??? ??? ???
??? ???
　設
aOAA
　染
aOAB
　威
aOAC
　な
aOAD
　凌
aOAE
???
??? ??? ???
7n
aOB3
　翔
aOB4
???
　裡
aOB6
旭・
aOB7
　摺
aOB8
　唄
aOB9
　扱
aOBA
　碧
aOBB
7ト
aOBC
???
　社
aOBD
???
資料3：組み合わせ型コード
初声 中声 終声
00
01 （Fi睡） （Fill）
02 「 （Fil1） 「
03 T1
?
¶
04 」 H 杁
05 【：
?
」
06 ［［
?
感
07 卍
↓
し古
08 口 こ
09 目 三
OA 出
↓?
己「
OB 人
↓
己o
OC 杁
??
己u
OD o よ 臥
OE 天 身 己E
OF 欺
?
匹
10 欠 蕗
11 『 口
12 E
』
13 ユ 且 目
14 言 丁 臥
15
?
人
16
??
杁
17
?
o
18 ，天
19 欠
1A T「 『
1B 一 Ei
1C
↓
立
1D 1 言
1E
1F
　　　　資射4：アレアコード
（太字はアレアハングル独自のコード）
初声 中声 終声
00 田 古典 面
01 （F祀1） 古典 （Fill）
02 「 （Fil1） 「
03 羽
? 104 L緊 “1 駄
05 ＝
?
」
06 江
?
口
07 己
↓
旨
08 口 こ
09 ピ 己
OA 出
↓?
己「
OB 人
↓
己口
OC 杁
↓?
己u
OD o ⊥ 臥
OE 天
?
己E
OF 双
?
匹
10 弐 お
11 『
』
口
12 E
? 3
13 五 ユ 目
14 言 T 臥15 肛 ? 人
16 臥
?
夙
17 厭
?
o
18 ?
?
天
19 月
↓
欠
1A κ τ「 『
1B 規 一 E
1C 斌
↓
五
1D △ 1 き
1E 0 ● △
1F 甜 一1 0
「古典」は完成型古典コードに
割り当てられる部分
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資料5：中期語テクスト入力の一例（「月印釈譜第一」の冒頭部分）
（01001alw）月印千江之曲第一（01001a2w）圏
（01001a2n）［早：司百億世界・all化身・F・°｝敏化・電λ単・ロ1・ζ司・ろ芒（OIOOla3n）マ・弓・可日1・引£・ロ1
　・と重・月・aj．
（01001a3n）第ヒ次第・q．］
（01001a4s）　繹言普言羊節第一
（01001a5w）其一
（01001a6w）魏魏繹迦佛無量（01001a7w）無邊功徳・暑劫劫・司1（01001blw）司・と：i｝一合・碧・司．匡1
資料6：KWIC索引の原ファイル（資料5のテクストを用いた場合）
2（01001a2n）
2（OlOOla2n）
Z（oloolabn）
2　（01001a2n）
2：（01001a2n＞
2：（01001a2n）
2：（01∞1a3n）
2：（01001a3n）
2（01001a3n）
3：（01001a3n）
3：（01001a3n）
6：（01001a7w）
6：（01001a7w）
6：（01001blw）
　　　　　　　　　　［1￥：司
　　　［早：司百億世界1・剣
早：司百億世界・司化身1・F・叶
　世界・all化身・電・叶数化1・電λト司
化身・電・叶激化重λト司1・Fej
・す・ov激化寛λト司・罵司1・ろ芒
教化・すスト司・vet・ろ芒1マ・弓・ロn
1百億世界・剣化身・電・叶
1化身・電・叶教化・すλト司
1教化すλトロ1・寒司・ろ｛∋
1・ζ司・ろ9マ・u・pn司
トろ｛≡マ・弓・v碗Hl・嗣豆・ロ1
1マ・弓・ロ帆H1・嗣豆・vレZ
iHl・引豆・ロトz置・1斗珠
・ロ1・百司・三Eeマ・弓・剛1司・荊a・vl　l・Z重・L干……｝．
・ろ呂マ・罵・ロn廿1・弔皇・ロ11・zす・1斗…斗1．
　　　　　　　　　第1・ヒ
　　　　　　第・ヒ次第卜叫
　稗迦佛無量無邊功徳1・含
無量無邊功徳音劫劫1・司
量無邊功徳音劫劫・611回・と
6：（01∞1blw）邊功徳暑劫劫・司叶と1：叫
6：（01001blw）　徳｛｝劫劫魂｛斗と：叫1｛≧・翌・司
1次第・叫］???
1劫劫・叫司・と：叫金擢
1叶と：ril’金・竪・司．囹
1：叫金・冒・司．囹
Is・翌・司．匡】
1．圏
資料7：趙コード
（1）子音コード
Fi皿
O1
「? 、1
O3
「…ユ
O4
?? ?? ?? ?? しし
O9
?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? 旧じ
R9
?? 旧日
RB
?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? λコ
SA
?? ?? ?? ?? λ旧
SF
??
?? ?? ?? ?? ?? ?? 入鮭
T7
?? 入孟
T9
?? ?? ?? ?? ?? ??01
U0
?? 01：
U2
o口
U3
OB
･
oA
U5
oム
U6
oo
U7
oス
U8
o気
U9
o『
UA
OE
UB
o立
UC
?? ?? oム
UF
??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
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（2）母音コード
Fill
n1
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? 」? ↓?? ↓? ??
?? ??? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
T「
QB
?? ↓? ?? ?? ??
?? ??
??
?? ＝? ?? ??????? ??? ?? ?? ?? ?? ? ??
??
、1
S2
、、
S3
資料8：アレアコードの趙コー『ドへの変換テーブル
（1）アレア組み合わせ型コードの字母コード変換テーブル
unsigned　char　Choseong［32］＝｛　／／初声
Ox37，　0xO1，　0xO2，　0xO3，　0xO7，　0x11，　0x13，　0x15，
Ox2c，　Ox36，　0x3b，　Ox49，　0x51，　0x5f，』　Ox70，　0x72，
Ox77，　0x7c，　Ox7d，　Ox7e，　Ox81，　0x39，　0x3c，　Ox42，
0x47，　0x4a，　Ox4c，　Ox4f，　Ox54，　0x5e，　Ox6d，　Ox86
?，，，????，，，，??，，，，????，，，，???，，，，???「， ，，?11
???
??『????
???
???
?
? ? ??? ?
??
｝
unsigned　char　Jungseong［32］＝｛　／／中声
　OxOO，　OxOO，　OxO1，　0xO2，　0xO5，　0xO6，　0xO9，　0xOa，
　OxOO，　OxOO，　OxOe，　OxOf，　Ox12，　0x13，　0x14，　0x15，
　OxOO，　Ox21，　0xlb，　Oxlc，　Ox22，　0x25，　0x27，　0x2a，
　0x2f，　Ox32，　0x2b，　Ox33，　0x36，　0x38，　0x3f，　Ox42｝?
／／Nu11，　Nu　1ユ，　Fi　I　1，　｝，　H，　㌃，　月；　a，
／／ Nu1 ，　Nu　11，　al，　『，　訓，．⊥，　ユ｝，　．期，
／／Null s｝，円 止，丁，　Tl，州，司，
／／調，司，Tr，一a，1，　・，・1
unsigned　char　Jongseong［32］＝｛　／／終声
　Ox2b，　OxO1，　0xO2，　0xO3，　0xO5，　0xO7，　0xOe，　Ox10，
　Oxl1，　0x15，　0x16，　0xlc，　Oxlf，　Ox23，　0x28，　0x29，
　Ox2a，　Ox2c，　Ox47，　0x36，　0x3c，　Ox49，　0x51，　0xsf，
　Ox70，　0x77，　0x7c，　Ox7d，　Ox7e，　Ox81，　0xse，　Ox6d｝?
／／　Ilfo，　Fi l　1，　「 　11，　1入，　し，　しス，　L舌，
／／二，己，己「，eロ，　cu，臥，”di，蔵，
／／es，ロ 冒，　ti，猷，入，杁，　O，
／／ス，ス，n，　E，　St，6，△，6
（2）完成型古典コードの字母コード変換テ；・・一・ブル
ユong　Hcornp［Ox749〕　＝　｛
　　OxO20101，　0xO30101，　0xO50101，　0xO70101，　0xOeOIOI，
　　Ox150101，　0x160101J　OxlcO101，　0xlfO101，　0x230101，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　Ox87325f，　Ox873fO1，　0x873fO7，　0x874201，　0x874202，
　Ox87305f｝?
／＊「，11，杁，し，以，ts，　t，：［，
Ox1 0101，　0xllOlO1，　0x130101，
O 280 x290101，’Ox2aO101，
Ox87425f，　Ox87426d，　Ox873001，
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己，己「，ヨロ，司，臥，己E，蔵，鳶，
奄，マ，
噌＊／
　　　　…
豆，司，VA，　q，　sg，訓，
資料9：キーワードのテンポラリファイル生成関連ルーチン
（1）基本ルーチン
void　gener＿key（void）｛
　　int　ini，　cen，　fin，　i；
　　char　tone＝1；
　　unsigned　short　code；
C。unt＝0；／／行番号を表す変数の初期化
／／キー一ワードφ行番号を書き串す
fwrite（＆Kwicline，4，1，　Fp＿k1）；／／Fp＿k1＝正順用テンポラリファイノv．
fwrite（＆Kwicline，4，1，　Fp＿k2）；〃Fp＿k2＝逆順用テンポラリファイル
　for（i＝0；　Keyword正i］　！・＝NULL；　i＋÷）　｛
　　　／＊アレアコードによる文字列Keyw。rdから1文字ずつ取得し文字種を判定する＊／
　　　if（Keyword［i］＝・Ox85）｛　／／「1（傍点）」のとき
　　　　　tone＝2；
　　　｝，else　if（Ke　yword［i］＝＝’：’）　｛　／／「’：（イi砦点）」d）とき’
　　　　　tone＝3；
　　　｝else　if（hwpnatja（Keyvvord［i］））｛　／／ハングル字母ゐとき
　　　　　gener＿natja（Keyword［i］・　tone）；　　　　　・　　　．　　　．　　　　　．
　　　　　tone＝1；
　　　｝else｛　／／ハングル1文字のとき
　　　　　／／ハングルを字母に分解する
　　　　　ini＝（Keyword［i〕．＞＞10）＆Ox1F；／／初声
　　　　　cen＝（Keyw。rd［i］＞＞5）＆OxlF；　／／中声
　　　　　fin＝Keyword［i］＆OxlF；　　　　／／終声
　　　　　if（cen＝＝011cen＝1）’｛　／／完成型古典コードのとき
　　　　　　　gen＿cp1（ini，　cen，　fin，　tone）；
　　　　　｝else｛　　　　　　　　　　〃組み合わせ型コードのとき
　　　　　　　gen＿cbn（ini，　cen，　fin，　tone）；
　　　　　｝
　　　　　tone＝1；
　　　｝
　　｝
　write＿keyO；／／キーワードをテンポラリファイルに書き出すルーチンへ
｝　　　　　、
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（2）完成型古典コードの趙コードへの変換ルーチン
　void　gen＿cp1（int　ini，　int　cen，　int　fin，　char　tone）
　｛
　　　10ng　code＝0；
　　　unsigned　short　hwpcode；　　　、
　　　hwpcode＝（cen＜＜10）1（ini＜＜5）lfin；／／アレアコードを生成する
　　　code＝Hc。mp［hwpcode］；ノ／変換テーブルを用いて趙コードに変換する
　　　／／キーワード・傍点情報を配列Hangul，　Toneに一時的に書き出す
　　　／／正順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　Hangul［0］［Count〕　＝code；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　Tone［0］［Count］　＝tone；
　　／／逆順　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　t・　：∴
1翻臨1講dl＞〕エ1）1（pqde＆　OxffOO）1，，1（（ワd岬1⑯・
　　Count＋＋；／／行番号を1つ進める
｝　　　　．、，・tt．　　・，　　　　　1－t－　　　．『　　：；…Ji；
（3）アレア組み合わせ型コードの趙コードへの変換ルー≒Fシ
・。id　gen－・b・（i・t　i・i・i・t　cen・i・t　fi・，・h・r　99n・）
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘『　　　　　　　　　　　　　1　・”　；・　　　　　’，
uns’gned　1°ng　a・b・c・　c°ρrr°’；t・　t　．t．t－；・・．　∵1，、、．　’　．1．
　　〃変換テーブルを用いて各字母を趙コードに変換する’；’”　絹『　’F
　　a　＝Choseong［ini］；
　　b　＝　Jungseong［cen］；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t
　　c　＝　Jongseong［fin］；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　・”　　一
・・d・・（・くく16）1（b＜＜8）1・；／／1蝉咄コごドを蛾する…tt－
1塩ワード’傍点情報を酬ang“1・76he噛的騨出す
　　Hangu1［0］［Count］　＝　code；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　∫
T。。，［0］［C。u，t］・t。n。；・・　　’一　t－
　　／／逆順　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　・　　　　　’
　　Hangu1［1〕［Count］　＝　（c　＜＜　16）　1　（b　＜＜　8）　l　a；
　　Tone［1］［Count］　＝tone；
　　Count＋＋；／／行番号を1つ進める｝
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（4）キーワード情報をテンポラリファイルに書き出すルーチン
void　write＿key（void）｛
　　int　i，　a，　b；
　　10ng　tmp＿1；
　　char　tmp＿c；
?
／／逆順のキーg「ド情報をひっくり返す
　for（a＝0，　b＝Count　－　1；　aくb；　a÷＋，　b－一）　｛
　　　〃キーワード
　　　tmp＿1　＝Hangul［1］［b］；
　　　Hangu1［1］［a］　＝Hangu1［1］［b］；
　　　Hangul［1］［b］　＝　tmp＿1；
　　　／／傍点
　　　tmp＿c＝Tone［1］［a］；
．　　Tone［1］［a］　＝Tone［1］［b］；
　　　Tone［1］［b］　＝　tmp＿c；
｝
／／キーワード情報の書き出し
for（i＝0；　iく40；　i＋＋）　｛
　　　fwrite（＆Hangu1［0］［i］，’4，　1，　Fp＿k1）；
　　　fwrite（＆Hangul［1］［i］，　4，　1，　Fp＿k2）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｝
／／傍点情報の書き出し
for（i＝0；　iく40；　i＋＋）　｛
　　fvrite（＆Tone［0］［3－（i％4）＋（i／4）＊4］，　1，　1，　Fp＿k1）；
　　fwrite（＆Tone［1］［3－（i％4）＋（i／4）＊4〕，　1，　1，　Fp＿k2）；
｝
｝
資料10：文脈切り出しルーチン（抄）
void　backward（void）　｛
　　　int　i，　clen；
　　for（i＝0；　iくMAXBAK－1；　i＋＋）　｛
　　　　　Backward［i］　＝Sentence［Backhead÷i］；
　　　　　if（Backward［i］　＝＝NULL）　｛
　　　　　　　　break；
　　　　　｝else｛
　　　　　　　　if（hwpban（Backward［i］））　／／半角文字のとき
　　　　　　　　　　clen＋；charwidth（Backward［i］）；　／／フォント幅を算出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　165一
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　else　if（hwp2byte（Backward［i］））　／／全角文字のとき
　　　clen＋＝Hg1；　／／Hgl＝全角文字幅
　else
　　　cユen＋＝Ban；　／／Ban＝半角文字幅｝
if（clen＞＝　Jisu）break；／／指定した幅を超えたら文脈の切り出しを中止する｝
｝
資料11：キーワード用テンポラリファイルの構成とその処理の模式図
一連番号 キーワード 傍点情報 一連番号 キーワード 傍点情報
1 早司 02 7 マ弓叩 011
2 ? ? 9 と宣目司・ 1011
3 す斗 11 5 耳司 10
4 すλ回 101 1 早司 02
5 碍司 10 8 司引．9．ロ1 0101
6 ろ暑 10 2 ? 1
7 マ弓剛 011 6 ろ芒 10
8 司引且ロ1 0101 44 すλ回 101
9 と宣月…斗 10王1 3 す。｝ 11
資料12：細IC索引の完成ファイル（資料5のテクストを用いた場合）
ω田噴 ））???????? ー?oo
盾盾
o
?? ??（（? 化電λ国・v…舜・ろ｛∋1マ・u・・］　1　Hl・aja・ロレと電・i．1・q，
ろ暑マ・導・可Hト斜豆・ロ1トとす・日・ヨ｝1．
　　　　　　　　　　　　　　　第1・ヒ
：（01001blw）邊功徳・含劫劫bll明’とi：叫
：（OIOOla2n）
：（OIOOユa3n）
’（01001a2n）
：（01001a3n）
：（01001blw）
：（0ヱ001blw）
：（0ユ001a7w）
：（0ユ001a2n）
：（0ユ00ヱa7w）
：（01001a2n）
：（01001a2n）
：（01001a2n）
身・if・eF激イt・　Eλt・ロ11・1司
　　　　第・ヒ次第1・q
　　　　　　　　日早：司1
次第…羽
含・碧・司．圏
・＆芒マ・e・pB司潮£・vl．﹈
百億世界・司化身・す・叶
司・寒司・ZE｛≡マ・弓・v｝l　l司・aja・ロ1レと酋叫…卑
・金劫劫魂（ヰと：叫1含凋・司
無邊功徳著劫劫・・illく十と
無量無邊功徳・暑劫劫卜司
　　　［早：司百億世界1・司
稗迦佛無量無邊功徳卜含
す・eト教化・ifλ）・pl・罵司1・2三芒
世界・司化身・す・o）教化1・すλトロ1
：司百億世界・司化身｛・す・叶
．囲
：il・含・冒・司．団
円・』：叫含・碧・司．圏
化身・電・e）i致化・Fλ〉司
劫劫・司c『・と：叫｛≧・望
マ・罵・v｝1司・嗣£・ロレと
・寒司・・ろ暑マ・弓・ロ｝1司
教化すλトロ1　・F　el・ろ芒
逆順
：⑩ユ00ユblw）邊功徳暑劫劫司Oj・と1
：（01001a3n）
：⑩ユ001a3n）
：（0100ia3n）
’（Ol◎01a2fi＞
：（0ユ001a7w）
ヒ次第1
叫1金・饗・司．1至〕
…斗口
乙｛≡マ・弓・ロHti1・司豆・ロ洞・Zす・i・1・己刊．
化・電ス麺レ罵司・ろ暑1
二瑚百億世界・司化身1
量無邊功徳・含劫劫1
・導・叫司・嗣£・ロ1・Zず蹄…環
・す・6回教化宣λ｝ロレ寒司・乙芒
　・・lli叶と：q　iき・ゼ・司，圏
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2（OIOOla2n）
2：（01001a2n）
［早：司百億世界1
　　　　　［1
6：（OIOOIblw）量無邊功徳音劫劫朔1
2：（01001a2n）
6：（01001blw）
2：（01001a2n）
2：（0ユ001a3n）
イヒ身・璋「・oト教イヒ・電λ1トロ1　1
徳・音劫劫・・1｝（『・と：叫【
世界・司化身・電・ot激化i
2・（01001・2・）’・it・。轍イt・・F・1・・】・刷1
3：（01001a3n）　　　　　第1
6：（01001a7w）　繹迦佛無量無邊功徳1
・ロト碍司・39マ・e・v旧司・ajR・ロ11・と重・日・珠
　・・噂圓　イヒ身・『す・o素教イb寛λ｝・ロ】
　早：司1百億世界司化身這・o）
　斗と ：亡｝＄・碧・司．圏
　・罵司1・ろ｛∋マ・弓・vn　ti1・aja・ロ1
合凋・ajl．匡］
・すλトロll　・v…El・ろ芒マ・弓・P｝1日1
・三三｛引マ・罵・司日】・荊皇・ロ】・Z
・ヒ 次第・e｝．］
・音1劫劫・司（ヰと：叫含翌’
資料13：ユニコード組み合わせ型コード
11011111211311411511611711811911A11BUC11D11E11F0 ．「 E 口〔 λ己 △ ぺ H王F ?】 ? ? ÷ 三コ E 琵 厭 o・1 ¶ 立 臥 頽 01 祇 ? ? ? ? 、1 己口 ユ ㎝ 砺 畝2 L 言 町 λH o＝ 溝 ? T「 士 ? 、、 朝 言 弧 8 6△3 じ 切 蹴 樹 oo 鴛 ? 一 ? 卒 畝 鳴 鰍 況 遡4 江 比 脚 温 o闘 ヌ ? ? ? ? 匹 脚 哉 竃 ?5 己 に 蹴 茄 0A 裳 ↓ 1 ? 〒 証 瞬 認 蹄 乱6 口 田 猟 杁 o△ 郵 ↓? 」 ? ＝ 蕗 況 蝋 ? 溌7 日 口 玖 承 oo ? ? ? 圭 4 口 犠 弘 λ陰 言口8 日目 乱 庶 月 oス 誌 ?? 止 ? ?? 「 ? 込 蕊 κ 和9 ノ、 泥 毘 λε o員 す ⊥ ま ? ?? TI 臥 堤 誌 規 すA 杁 蕗 旺 冠 σ尼 ? 」 ? ユ 杁 人 口 現 λBB o ? ? 紡 o立 ? 4 ? ? し 杁 罷 毘 △C ス ロ日 ? み 6 ? 」 ? ユ 以 o 臥 囲 o冤D 双 8 λ1 が 知 ユ 註 午 ? 爵 ス 乱 畝 萌E ス u1 λし ? ス T ? ? 、 じ 大 江 蹴 ooF 『 凱 λこ 爪 ぷ HCF? 」 ? ↓ 己 司 脇 ロム o『
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